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Homage
Dr. Takeo Doi（1920-2009）
去る2009年 7 月 5 日，教育研究所元所員であられた
土居健郎元教授（医学博士）（89歳）が逝去されました．
研究所といたしまして，ここに謹んで哀悼の意を表します．
Dr. Takeo Doi, former member of IERS and former Professor of Psychology,
passed away on July 5, 2009.





























































































　「僕はね，医学部  4 年のとき，9 月に繰り上げ
卒業で徴兵されるはずだった．軍医の面接のとき
に宗教欄にキリスト教と書いた．徴兵検査で『戦
争をどう思うか』と聞かれて，戦争に反対とは言
えないから，ただ，『悪いことだと思う』と答えた．
1 時間も怒られた．それで二等兵で徴兵となった．
それでは酷いので，軍医の予備のコースにまわる
ことにした．二等兵から一つひとつ上がっていく．
大変だったよ．あのころは苦しかった．予備役の
軍医だったから．」
　このエピソードは，土居先生がホイベルス神父
との出会いや信仰について語られている中の一部
です．したがって，必ずしも話の焦点がこのエピ
ソードにあるわけではないのですが，あの時代に
「戦争は悪いことだと思う」と答えられたという
ことに私は衝撃を受けました．そこには若いとき
から変わらない毅然とした土居先生のお姿を見る
思いがします．このような姿勢は，とても真似で
きないものですが何か少しでも取り入れたいとい
う思いに駆られます．
　本学でも多く学生が土居先生から影響を受け
ました．「ICU心理臨床家の集い」という卒業生
の会があり毎年例会をもっていますが，1999年 2 
月の集いに土居先生にご出席いただき座談会をし
たことがあります．テーマは「臨床家としての姿
勢」というものでしたが，「自分の限界を知るこ
との大切さと権威の問題」「治療の枠組みと一人
の人間であることのジレンマ」などについて非常
に示唆に富む教えをいただくことができました．
　私は，大学院の授業で毎年土居先生の著された
『方法としての面接』を読んでいます．この本は
名著の誉れ高く，どちらかと言えば小さな版の本
ですが読み込むほどに奥の深さを感じます．学生
たちに土居先生から直に教えたいただいたことを
少しでも伝えたいと考えています．
　土居先生には厳しさを感じると同時に周りはい
つもほっとし，ときには爆笑するようなユーモア
に包まれました．都留春夫先生の還暦祝いの集
まりのとき，土居先生が「都留先生と私には共通
点があります．それはふたりとも屈
・・
折していると
ころがあることです」とスピーチの冒頭で言われ
たので，皆がどっと沸きました．皆の笑いの裏に
は，何か性格的に屈折しているということでも話
されるのではないかという期待があったのだと思
います．その後で話された屈折の意味は，おふた
りとも途中で進路変更をされているということで
あり，人生には紆余曲折があるという含蓄のある
お話でした．
　土居先生の謦咳に接する機会が与えられたこと
に感謝申し上げると同時に，ご冥福を心よりお祈
りいたします．
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